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中年期における夫婦の伴侶性形成に関する研究(第 1報)
赤 星 礼
?
A Study of Companionship in Middle-aged Couple ( 1 ) 
Reiko AKAHOSHI 
1 研究目的
本研究は，これまでの「九州における高齢者の
生活実態Jと題した一連の調査研究の成果を受け
て行なうものである。前閣の研究の成果とは，今
後のあるべきライフスタイルを決定していく基本
的なポイントは「夫婦関係の重視Jであるとの示
唆を得たことである。
つまり，日本における高齢期の過ごし方のモデ
ルである f老親子向居Jを考察した結果，現在の
高齢者の生活はすでに従来の親子向賠のみで満足
してはおらず，新たな人間関係を合む生活文化の
創出が急がれているとの結論であった。新たな高
齢者生活文化としては， r親子関係jから「夫婦間
保jの重視とならざるをえず，そこから新たな親
子関係の構築とさらに親族を越えた人のネット
ワーク作りが考えられるべきであろう九
そこで，本研究では，高齢期の夫婦関係、のあり
方を考察するために， r伴侶性の形成jという視点
を取り入れた。つまり，日本の生活文化としての
夫婦の伴侶性のあり方を再考したいと意図してい
る。また，本稿では，高齢期に至る以前の中年期
に着目している。
日本の「夫婦の伴侶性 (companionship)Jにつ
いては，森鴎・望月の「ブラッドは，伴侶性を，
夫婦が共に外出したり，共通の友人をもったり，
お互いにその日の出来事を伝えあうこととしてと
らえ，日本には伝統的に伴{呂性が存在しないと
いっている。しかし，日本では，夫婦は互いに人
生の伴侶として苦楽をともにするという観念があ
る。したがって，伴侶性は，ブラッドのように行
動次元でとらえるよりも情緒次元で把握するほう
が，わが留の夫婦関係をみる場合，より妥当であ
ろうPという理解が示されている。また，中間美
砂子もブラッドの論を引いて f確かに白本の夫婦
の簡では共同行動が少なく行動面からの伴侶性の
把擢は由難といえるJ3)と結論付けている。
しかし，このような情緒面のみを強調し，行動
面を軽視するとらえ方では，長j羽化する高齢期の
結婚生活への有益な提言が出来るとは考えられな
い。高齢期に夫婦関係を重視するとは，日常生活
において情緒商で一致・共感が得られるというだ
けではなし行動函においてもある程度の一致・
共通性ということが必要不可欠で、あるということ
である。
例えば拙論「学齢前の子をもっ母親の役割i葛藤J
では，夫の家事・育児への参加は，妻の役割葛藤
を軽減するのに有効で、あることを確認したぺま
た，最近のJMFの論文では，アメリカの夫婦にみ
られるU字型の幸福度の後半の上昇をもたらす最
大の要因は，夫の家事参加の増加であるという。
また，夫婦関係を良好に保つ要沼として，夫婦の，
とりわけ夫の側の妻の話を穏、やかに受け応えする
態度であるとのことである九つまり，より積極的
に夫婦の関係に提言を試みるための犬締の伴侶性
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のとらえ方は，情緒麗のみだけでなく行動酉も合
めることが必要で註あると考える。
2 研究方法
本報告では，夫婦関係に関する考察を進めるた
めに行なってきた予備的調査の結果を整理して報
告する。予備的調査は，①60歳未満層を対象に1991
年11月に，②60歳以上層については1992年11月に，
いずれも佐賀市及び佐賀市近郊で，配票法で実施
した。①の対象者は，企業の労働組合員と幼稚関
児の母親で，②は高齢者大学に学ぶ男女である。
有効薬は有配偶者の899である。調査項自は，牛島
調査 (1953)6)やNHK調査 (1985)7)を参考にして
作成した。
調査項目は， (1)夫婦の行動画に関わる項目とし
て，①夫婦だけで余暇を過ごす，②夫婦で楽しく
会話ができる，③夫婦の間で自由な感情表現がで
きる，④犬婦の性生活への満足，をとりあげた。
(2)夫婦の情緒面に関わる項目として，①配偶者の
趣味を環解できる，②配偶者の人生観に問調でき
る，③配偶者への愛情がある，④配偶者との意思
疎通， (3)結婚生活に対する評価項呂として，①結
婚したことを後悔することがある，②生まれ変
わったとして現在の配偶者と結婚したい，③離婚
を考えたことがある，④結婚生活の幸子高度， .(4)生
活全般に対する評価項目として，①日常生活で不
充足感を感じる，③日常生活でストレスを感じる，
をとりあげた。合計14項目である。(調査項目に夫
の家事参加の程度を加えなかったことは重大な欠
陥であった。次田の調査では加えることにしてい
る。)
したがって，分析枠組としては，右図のように，
夫婦の伴侶性を情緒面と行動揺でとらえ，これに
他の要国の影響も含めて結婚生活への評価へとな
り，さらにまた他の要閣の影響もあって生活全般
への評姉へとつながると考える。
調査対象者については， 20-30歳代を「若年J，
40-50歳代を「中年J，60歳以上を「高年jという
グルーピングを行なった。そこで，まず，年代と
性別という属性を用いて上記の24項目を分析し，
注)← 他の要因
額A 分析枠組み
何よりも「中年j期という特性を明らかにしたい。
3 調査結果
(1) 調査対象者の属性
表1に示すように，平均年齢は，若年男性が34.8
歳，女性が33.7歳，中年男性44.5歳，女性46.7歳，
高年男性70.0歳，女性66.9歳となっており，中年
期がやや若い年齢に偏っている(以下表1参照)。
有職率は，男性の場合は若年・中年ではほぽ
100%に近いが，高年では90%に減る。女性は，若
年48%→中年95%→高年44%となっている。中年
期の有職率が高いのは，標本抽出による偏りが出
た結果である。
学歴、は，若年では女性に短大卒が22.6%と多く，
男性では大卒以上が15.3%となっている。中年で
は，男性の短大卒以上10.9%，女性で6.2%であ
る。高年では，短大卒以上が男性の37.4%，女性
の14.6%である。男性の場合は，高年を除くと短
大卒以上が全国平均土りもやや少なし女性の場
合は，中年でかなり少ない。
調査対象者の没帯構成は，平均世帯構成員数が
若年では男性4.3人，女性5.7人，中年では努性4.4
人，女性4.6人，高年になると男性3.2人，女性2.9
人に減る。また，繋的には，若年・中年で「三・
回世代Jの世帯が3割以上みられるが，高年になる
と「夫婦のみJが過半数を越えている。佐賀市に
おいては，高齢者の夫婦のみ・単身世帯の増加率
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表 1 調査対象者の属性一覧
若年
男性 女性
(176) (217) 
平均年令(才) 34:8 33.7 
職業会社員 94.9 26.7 
自営業 1.1 6.5 
公務員 2.8 2.8 
ノfー ト 12.0 
専業主婦 47.9 
その{也 1.2 4.1 
学歴小・中卒 1.8 
高校卒 81.8 65.4 
短大卒 1.1 22.6 
大卒 14.2 4.6 
大卒以上 1.1 0.9 
f1!L.NA 1.7 4.6 
平均世帯員数(人) 4.3 5.7 
世帯単身 1.1 
構成夫婦のみ 7.4 5.1 
ニ世代 62.5 40.6 
三・四世代 29.0 54.4 
他 .NA
*有配偶者のみ.
が高く，老親子同居率は非常に低くなっている。
本調査対象者の中年の属性についてモデル化す
れば，男女共に， 40歳半ばで，学歴は高卒， 3分
の lは三世代世帯ということになる。また，男性
の過半数が共働きであり，女性では9割が共働き
ということになる(表2参照)。
(2) 夫婚の行動画に関わる伴侶性
まず，本研究の目的である伴{呂性の行動面につ
いて以下の 4項目から明らかにしたい(表 3参
照)。
①夫婦だけの余暇 余暇に夫婦だけで旅行や観
尉，買物などに行くかどうかは，若年・中年から
高年と「あるJという者が男女ともに増える。 fた
びたびあるJについてが，若年・中年では 1害IJに
足らないものの，高年では男性で3割，女性で4
( )実数，%
中年 高年
男性 女性 男性 女性
(175) (160) (123) ( 48) 
44.5 46.7 70.0 66.9 
96.6 92.5 74.0 35.4 
0.6 10.6 8.3 
1.1 0.6 4.1 
1.9 1.6 
4.4 54.2 
1.7 0.6 9.7 2.1 
1.7 2.5 26.0 12.5 
85.7 89.4 36.6 62.5 
2.3 5.6 22.8 8.3 
8.0 0.6 13.0 6.3 
0.6 1.6 
1.7 1.9 10.4 
4.4 4.6 3.2 2.9 
3.4 0.8 
8.6 9.4 54.5 66.7 
54.9 54.4 17.9 14.6 
33.1 36.3 23.6 18.8 
3.2 
割にもなる。
そこで， iめったにJあるいは「まったく」ない
とする者が，若年の男性に7割，女性で8割，ま
た中年の男性に 6害1]，女性に 5割おり， iないj者
の方が多いのである。また，若年では性差がみら
れ，女性に「ないJとする者が多い。若い女性の
方が，夫婦で、過ごす余暇への要求が高いため，実
態への評価が低いので、はないかと考えられる。
②楽しい夫婦の会話夫婦問で楽しく会話が出
来るかどうかは， iできないJという者は，各年代
でも l害1]に満たない。一方，中年で「できる」程
度が低く，高年では若年や中年よりも高くなって
いる。
③自由な夫婦の感'情表現夫婦問で自由に感情
の表現ができるかについては， iできないjとする
者は少ない。「できるJとする者をみると若年・ヰ:
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表 2 調査対象者の配偶者の属性一覧
( )実数，%
若年 中年 高年
妻 夫 妻 夫 夫
(176) (217) (175) (160) (123) ( 48) 
平均年令(才) 34.4 37.6 4l.9 50.4 65.7 7l.3 
職業会社員 15.3 60.8 24.0 55.0 57.7 64.6 
自営業 0.6 13.4 l.1 5.0 8.1 14.6 
公務員 3.4 20.7 2.9 29.4 2.4 10.4 
ノfー ト 14.8 0.5 26.3 2.4 2.1 
専業主婦 58.5 4l. 7 0.6 22.0 
その他 7.4 4.6 4.0 10.0 7.3 8.4 
学歴小・中卒 l.1 2.3 5.1 5.0 26.0 18.8 
高校卒 7l.0 57.6 77.1 74.4 6l.8 39.6 
短大卒 2l.6 4.1 12.6 2.5 8.1 16.7 
大卒 2.3 29.5 l.7 15.6 0.8 18.8 
大卒以上 2.3 0.6 
他 'NA 3.9 4.2 2.9 2.5 3.3 6.3 
*有配偶者のみ.
表 3 夫婦の行動面に関わる項目
% 
若手年 中年 高年 有意差
男性 女性 男性 女性 男性 女性
判定
男性
(176) (217) (175) (160) (123) ( 48) 女性
(1)夫婦だけの余暇使用 * *** ①たびたびある 6.8 2.8 7.4 8.8 3l.1 39.6 *** ②ときどきある 25.6 16.6 3l.4 39.4 39.8 3l.3 
@めったにない 40.3 39.2 45.1 36.9 23.6 16.7 
@まったくない 26.1 4l.5 16.0 14.4 4.9 8.3 
NA l.1 0.6 l.6 4.2 
(2)楽しく夫婦の会話 *** ①できる 30.1 3l.8 25.1 2l.9 45.5 50.0 *** ②だいたいできる 6l.4 59.4 66.3 72.5 48.0 39.6 
③できない 6.8 8.8 8.6 5.0 4.9 6.3 
NA l.7 0.6 l.6 4.2 
(3)自由な夫!iWの感情表現
①できる 39.8 48.4 4l. 7 37.5 53.7 72.9 *** ②だいたいできる 52.3 44.7 52.6 56.3 4l.5 25.0 
③できない 7.4 6.9 5.7 5.6 3.3 
NA 0.6 0.6 l.6 2.1 
(4)夫婦の性生活
①満足している 18.8 27.2 17.7 20.0 26.8 3l.3 
②大体満足している 6l.9 57.1 63.4 60.0 5l.2 45.8 
③満足していない 14.8 8.8 14.3 10.0 14.6 6.3 
NA 4.5 6.9 4.6 10.0 7.3 16.7 
P三五0.001→** *， p豆0.01→**， p壬0.05→*
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年では 4割程度であるが，高年になると男性では
5害1]，女性では 7割と多くなっている。
④夫婦の性生活夫婦の性生活に対して「満足
していないjとする者は，男性にやや多いものの
年代層による差は小さい。したがって，約8割の
男女が，またその 3分の 2が「大体jではあるが
「満足」している。
以上の夫婦の伴侶牲を構成する行動商について
は，年代層による違いがみられる。統計的にも，
①夫婦だけの余暇と②楽しい夫婦の会話が男女と
もに有意な差がみられ，また③自由な夫婦の感情
表現については女性に有意な差がみられた。性義
は顕著ではなく，これは，男女共に実態の把指に
おいて食違いが少なかったとみられる。
そこで，高年の男女では比較的行動面の伴{呂性
が形成されているといえる。しかし，これを加齢
効果ととらえるのは早計であろう。若年から中年
への間ではあまり変化はなく，むしろ中年におい
ては‘落ち込み'がみられるからである。この中年か
ら，単に加齢によって，夫婦の行動面での伴侶性
が形成されるとは考えがたい。
(3) 夫婚の情緒函に関わる項目
では，夫婦の情緒面の伴侶性の形成はどのよう
になっているだろうか(表4参照)。
む配偶者の趣味の理解配偶者の趣味を「理解
できるjという者は，若年の3害1]台から中年の 4
割強，そして高年では 7割台へと増加している。
表4 夫婦の情緒菌に関わる項目
% 
若年 中年 高年 有苦言、差
判定
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
(176) (217) (175) (160) (123) ( 48) 女性
(1)配偶者の趣味を理解 *** 
①できる 35.8 30.4 41. 7 41.9 78.0 75.0 *** 
②だいたいできる 56.3 64.1 51.4 50.6 19.5 16.7 
③できない 5.7 4.1 5.1 5.6 0.8 2.1 
NA 2.3 1.4 1.7 l.9 1.6 6.3 
(2)配偶者の人生観への向調 *** 
①できる 22.7 16.1 25.1 16.9 52.0 58.3 *** 
②だいたいできる 65.9 71.0 67.4 7l.9 39.8 37.5 
③できない 9.1 11.1 5.7 8.8 4.9 2.1 
NA 2.3 l.8 l.7 2.5 3.3 2.1 
(3)配偶者への愛情 *** 
①ある 6l.4 7l.4 56.6 60.0 82.1 83.3 * 
②少しある 28.4 19.8 34.9 27.5 14.6 10.4 
③あまりない 5.7 5.5 5.7 8.1 2.4 2.1 
@まったくない 0.6 1.1 0.6 2.1 
NA 4.0 3.2 l.7 3.8 0.8 2.1 
(4)配偶者との意思の疎遠 * 
①いつも感じている 4.0 4.1 8.0 3.8 4.1 6.3 
②時々感じることがある 27.8 26.7 32.0 31.9 33.3 27.1 
③たまに感じることがある 42.6 52.5 44.0 48.8 36.6 43.8 
④まったく感じない 14.2 9.7 11.4 10.6 22.0 18.8 
@わからない 8.0 4.6 2.9 2.5 2.4 2.1 
NA 3.4 2.3 l.7 2.5 l.6 2.1 
P三五0.001→** *， p孟0.01→**， p三五0.05→*
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「だいたいできるJを含めれば，各年代層とも 9
害IJ以上が配偶者の趣味を理解できるとしており，
「できないjとする者はごく少数である。
②配偶者の人生観への同調 配偶者の人生観へ
向調できるかどうかは， rできるjとする男女は若
年とや年では約2割軽度であるが，高年になると
ら害IJを越す増加となる。「だいたいできるJを含め
ると「できる」者は，各年代層で9筈IJかそれ以上
となる。しかし，高年では，若年や中年よりも明
らかに配偶者の人生観に問調できるとする者が多
し、。
③配偶者への愛慢 では，配偶者への「愛情j
というになると， rあるjという者は，若年では 6
割以上，中年では少し少なく 6割程度，高年では
増えて 8割以上となる。一方，愛情は「あまりな
いJや「まったくないJとする者も，若年や中年
では6-9%いる。
④配偶者との意思の疎遠夫婦の伴侶性を日本
的にとらえれば，間Iヰの呼吸という黙っていても
意思は通じるというモテゃルがある。そこで，配偶
者と意思が通じないことがあると感じることがあ
るかを問うた。「まったく感じないjという者は，
若年・中年では 1割程度であるが，高年で、は 2害IJ
と増える。多くは「たまに感じるJ，また「時々感
じるJとしている。意思の疎通を欠くという「い
つも感じるjや「わからないjという者も，各年
代層に l割程度いる。
夫婦の伴侶性を形成する情緒商の項目について
みてきたが，統計的にも各年代層に有意な差が出
ている。なお，性差は顕著で‘はない。この情緒而
でも若年，中年よりも高年になるとかなり大きな
変化が表れ，配稿者の一趣味への理解が深まり，配
偶者の人生観へも同調でき，何よりも配偶者への
愛情が「あるJ者が多くなる。ただし，配偶者と
の間に意思の疏通を欠くことはある。そこで，中
年では若年よりも配偶者の趣味の理解や人生観へ
の向調という点では，極僅かで、はあるがよい傾向
を示す。しかし，配偶者への愛債となると中年で
最も程度が低くなる。信緒聞においても，中年期
は“危機"的な時期という位置付けができるだろ
つ。
(4) 結婚生活に対する評価
では，伴侶性を形成する相手・配偶者との結婚
生活に対しての評側はどのようになっているだろ
うか(表5参照)。
①結婚したことを後a悔 結婚生活に対する評価
として，結古書したことを1&1悔することがあるかど
うかを問うた。「ないJとする者が多いが，若年と
中年の男性はS害IJ強，女性は4答IJ強であるが，高
年では男性7割強，女性6割強であった。女性の
方が後悔することがあると答えている。
②生まれ変わっての結婚 生まれ変わっても現
在の配偶者と結婚したいと思うかという仮定の設
問である。「現在の配偶者」と結婚したいという者
は若年では4害IJ，中年では男性4寄せ弱，女性3害IJ
弱，高年では男性6害IJ弱，女性4割強となってい
る。本設問は，現在の結婚生活に肯定的か否かの
環解を得るものであるが，結果は，男性にまた高
年においてより肯定的であるといえよう。なお，
I't年の女性でより否定的であって， しかも「誰と
も結婚しないjという者も多しさらに無答者も
多くなっている。
③離婚の考慮 離婚を考えたことがあるかどう
かは， rあるjとする者は，若年と中年では男性2
割強，女性では3割強であるが，高年では男女と
もI割程度減少して，男性1割，女性2害IJとなる。
つまり，離婚を考えたことがあるのは女性に多い
ということになる。
④結婚生活の幸福度 「あなたの結婚生活は幸
せですかjの間いには， r非常に幸福で、あるJとす
る者は少ないが， r幸福で、あるJを加えて幸福とす
る者は，若年の男女では5寄せであるが，中年では
男性が4筈IJ強，女性が4割弱とやや減り，高年で
は男性で6割強，女性は 5割強と少し増える。一
方， r非常に不幸であるJと「不幸で、あるJを加え
た不幸とする者は，各年代層とも数%である。
以上のように，結婚生活に対する評価でも，高
年の男女が結婚を後備する者が少なく，また生ま
れ変わっても現在の配偶者と結婚したいとしてお
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表5 結婚生活に対する評価
% 
若年 中年 高年 有意差
判定
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
(176) (217) (175) (160) (123) ( 48) 女性
(1)結婚したことを後悔 * ** ①ある 5.7 13.4 6.3 6.9 5.7 8.3 * ②ときどきある 37.5 41.5 38.3 46.3 20.3 29.2 
③ない 52.8 42.9 53.7 43.8 73.2 62.5 
NA 4.0 2.3 1.7 3.1 0.8 
(2)生まれ変わっての結婚 *** *** ①現在の配偶者と 39.2 38.7 37.1 27.5 56.9 43.8 
②別の人と結婚 45.5 36.4 54.3 41. 9 30.1 33.3 
③誰とも結婚しない 5.7 13.4 2.9 15.6 6.5 12.5 
NA 9.7 11.5 5.7 15.0 6.5 10.4 
(3)離婚を考えたこと * ** ①ある 21. 6 32.3 24.0 33.1 10.6 20.8 
②いいえ 74.4 64.5 73.1 62.5 87.8 79.2 
NA 4.0 3.2 2.9 4.4 1.6 
(4)結婚生活は幸福か
①非常に幸福である 9.1 8.3 8.0 4.4 16.3 12.5 
②幸福で、ある 42.6 40.6 36.0 32.5 48.0 41. 7 
③普通である 42.6 46.5 50.9 58.8 33.3 41. 7 
④不幸で、ある 2.3 1.4 2.3 1.9 1.6 4.2 
⑤非常に不幸である 0.6 0.9 
NA 2.8 2.3 2.9 2.5 0.8 
P壬0.001→** *， p;玉0.01→**， p豆0.05→*
り，離婚を考えた者も少なく，その結婚生活を幸
福であるとする者が多い。つまり，高年男女は現
在の結婚生活に対して大変肯定的である。一方，
中年は若年と似た状況を示すが，結婚幸福度につ
いては最も低くなっている。
なお，結婚生活への評価では性差がみられる項
告があり，若年の結婚への後悔と離婚の熟慮，中
年の再婚相手である。その傾向は，前記の場合ば
かりでなく， f也の場合においても女性の方が男性
よりも否定的な評価を下していることが注告され
る。
(5) 生活全般に対する評価
最後に，日常生活全般について，不充足感やス
トレスを感じるかによってその充実度をみた(表
6参照)。
①日常生活での不充足感 「日常生活で何とな
く物足りないと感じるかJについては，高年の男
女が「まったく感じないjとする者が約4割となっ
ている。そして，不充足感を感じないとする者は，
中年や若年では少なく高年の約半分となる。した
がって，不充足を感じている者は，中年や若年に
多いということになる。
②日常生活でのストレス さらに「日常生活で
ストレスを感じることがあるかjという向いをし
た。ストレスを「まったく感じないjとする者は
高年では4人に 1人で，若年や中年よりも多い。
そこで，ストレスを f感じるj者は，若年の女性
に多く， rいつもJと「時々Jを含めて半数を占め
る。
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表B 生活全般に対する評価
% 
若年 中年 高年 有意差
判定
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
(176) (217) (175) (160) (123) ( 48) 女性
(1)日常生活での不充足感 *** ①いつも感じている 5.7 4.1 4.0 1.3 2.1 *** ②時々感じる 13.1 18.1 25.1 18.1 15.4 14.6 
③たまに感じる 46.6 54.4 44.0 45.0 40.7 37.5 
④まったく感じない 22.2 14.3 20.6 25.0 37.4 41. 7 
⑤わからない 8.5 5.5 4.0 8.1 2.1 
NA 3.4 3.2 2.3 2.5 6.5 2.1 
(2)日常生活でのストレス * *** ①いつも感じている 8.5 12.4 4.0 3.8 0.8 2.1 *** ②時々感じる 29.0 40.1 33.7 36.3 18.7 18.8 
③たまに感じる 48.9 41.5 48.0 50.0 51.2 54.2 
⑨まったく感じない 9.7 2.8 10.9 6.9 25.2 25.0 
⑤わからない 1.1 0.9 1.7 0.6 
NA 2.8 2.3 1.7 2.5 4.1 
p~五 0.001→** *， p孟0.01→**， p~玉 0.05→*
日常生活における不充足感とストレスにおいて
も，高年の男女が不充足感を感じたり，ストレス
を感じる者が最も少なく，若年や中年の方が不充
足感やストレスを感じている。
4 要約と結語
以上のように，中年期における夫婦の伴侶性の
形成の実態は，若年期から高年期の良好な関係へ
移行する直線的な繰上にあるのではないことが明
瞭となった。表7にも示すように，夫婦の伴侶性
に関わる14項目は，若年と中年の間の差よりも，
中年と高年との関の差の方がはるかに大きいので
ある。このまま読み取れば，高年期になれば，夫
婦の関には行動蕗と'情緒商の伴侶性がよく形成さ
れ，結婚生活にも生活全般にも充実感を得られる
ということになる。しかし即断することは危険で
ある。
ここで問題としなければならないのは，本調査
対象の高年者は，比較的高学醸で60歳を過ぎて高
齢者大学に通うことのできる，関世代でも“恵ま
れた"人たちということである。現在の高齢者一
殻の実態ではないだろう。しかし，結婚さ字福度の
表 7 年代と説明要問・・・・有意差判定表
若年:中年 中年:高年
(1)夫婦の行動部:関わる項目
①夫婦だけの余暇 *** *** ②夫婦の会話 *** ③夫婦の感情表現 ** ③夫婦の住生活 キ
(2)夫縁の情緒面に関わる項目
①魁綿一 *** ②齢者の入閣への隅 *** ③配偶者への愛情 * *** ④配{踏との意忍の疎遠
(3)結婚生活に対する評価
①結婚の後f ** ②再婚の相手 *** ③離婚の熟慮 ** ④結婚幸福度 * (4)生活全殺に対する刺画
①不充足感 * ** ②ストレス ** *** 
?壬0.001→** *， p~玉 0.01→* *， p話0.05→*
高さに，行動面と情緒面での夫婦開の一致が重要
な要国になることを実証することにはなったと考
える。
それにしても，中年期の夫婦は，伴侶性の形成
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や結婚生活に対する評価でも，“危機的"な時期に
あることを示している。また，統計的な差は顕著
ではないが，また，中年期にかぎらないが，性差
がみられることに注話したい。しかも，各年代で
共通することは，女性の方が男性よりも否定的な
評価をしているということである。換言すると，
女性の方が夫婦関係を形成するなかで，“不幸"な
ようである。したがって，今後も，中年期に焦点
をあてて，夫婦の伴侶性の形成において，特に行
動面で，どのような具体的な行動が重要なのかを
探求したい。しかも性差への理解と解消の具体的
な方法を提示できればと考える。
付記 ①本研究は，平成6・7年度の文部省科学
研究費助成を得ている。
②本稿の調査データは，金子美紀さん，喜多浩子
さん，弁形美保さん，千葉山奇真子さんとの共同研
究で得たものである。
③本稿の内容については， 1994年度目本家政学会
九州支部大会(沖縄)で発表した。
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